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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第90期
第３四半期
連結累計期間

第91期
第３四半期
連結累計期間

第90期

会計期間
自　平成24年４月１日
至　平成24年12月31日

自　平成25年４月１日
至　平成25年12月31日

自　平成24年４月１日
至　平成25年３月31日

売上高（百万円） 64,579 69,507 85,771

経常利益（百万円） 3,431 5,321 4,779

四半期（当期）純利益（百万円） 1,919 3,882 2,510

四半期包括利益又は包括利益

（百万円）
2,141 6,389 5,556

純資産額（百万円） 40,116 48,720 43,225

総資産額（百万円） 77,988 88,233 82,207

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
20.20 41.26 26.47

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 50.5 54.6 52.0

　

回次
第90期
第３四半期
連結会計期間

第91期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自　平成24年10月１日
至　平成24年12月31日

自　平成25年10月１日
至　平成25年12月31日

１株当たり四半期純利益金額

（円）
1.78 11.90

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社および当社の関係会社）が営む事業の内容について、重

要な変更はありません。

　なお、第１四半期連結会計期間より報告セグメントの区分を変更しております。詳細は、「第４　経理の状況　

１　四半期連結財務諸表　注記事項（セグメント情報等）」に記載のとおりであります。

　また、当第３四半期連結累計期間における主要な関係会社の異動につきましては、以下のとおりであります。

　

　平成25年４月１日に東日本バンドー株式会社を存続会社として、北海道バンドー株式会社と、東日本バンドー株式

会社を合併いたしました。

　平成25年４月１日に西日本バンドー株式会社を存続会社として、九州バンドー株式会社と、西日本バンドー株式会

社を合併いたしました。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　

２【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（１）業績の状況

　　当第３四半期連結累計期間における世界経済は、米国においては雇用環境の改善を背景に個人消費が堅調に推

移し、底堅い企業業績とともに景気回復が続き、アジア地域においても、タイにおける景気減速はあるが、中国

の景気拡大のテンポが安定してくるなど、予断は許さないものの、全体として緩やかに改善しました。また、我

が国経済も、政府による景気刺激策や円高の修正によって、設備投資が持ち直しているほか、消費税率引上げに

伴う駆け込み需要も見られる状況で推移しました。

　

　　このような経営環境において、当社グループは10年後のあるべき姿を描き、それをもとに当面の５年間で何を

すべきかを設定した、新しい中期経営計画“ Breakthroughs for the future”（未来への躍進）に沿って、ア

ジア地域における市場開拓の促進、収益力強化のための原価低減活動の促進などに取り組んでまいりました。

　

　　これらの結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は695億７百万円（前年同期比7.6％増）となり、営業利益

は47億２千３百万円（前年同期比57.0％増）、経常利益は53億２千１百万円（前年同期比55.1％増）、四半期純

利益は38億８千２百万円（前年同期比102.3％増）となりました。

　

　　なお、セグメントの業績は、次のとおりであります。

　

［ベルト事業］

　　自動車用伝動ベルト製品：補機駆動用伝動ベルトにつきましては、国内の自動車生産台数の増加と海外におけ

る需要拡大によって、前年同期に比べ販売は増加いたしました。また、補機駆動用伝動システム製品につきまし

ても、一方向クラッチ内蔵プーリ（バンドー・スムース・カップラー）の販売が寄与し、前年同期に比べ増加い

たしました。

　　一般産業用伝動ベルト製品：産業機械用伝動ベルトにつきましては、国内での販売は微増でありましたが、ア

ジア地域では市場の拡大に伴い、前年同期に比べ販売が増加いたしました。

　　搬送ベルト：コンベヤベルトにつきましては、主要需要先である鉄鋼向け、石炭火力発電所向けが堅調で、セ

メントや砕石向けも需要が増加しました。軽搬送ベルトにつきましては、アジア地域での拡販と加工拠点の強化

が奏功し、前年同期に比べ販売が増加いたしました。

　　

　　これらの結果、当事業の売上高は596億３千万円（前年同期比9.9％増）、セグメント利益は43億円（前年同期

比32.8％増）となりました。

　

［エラストマー製品事業］

　　電子写真出力機器部品：クリーニングブレードは、主要顧客の内製化の影響を受け、販売は前年同期に比べ大

幅に減少いたしましたが、高機能ローラの販売につきましては、新規案件の獲得により販売が拡大いたしまし

た。

　

　　機能フイルム製品：住宅着工件数の増加にともない、建築用化粧材は前年同期に比べ販売が増加しました。ま

た、新製品を投入した装飾表示分野も前年同期に比べ販売が増加いたしました。

　

　　これらの結果、当事業の売上高は92億４千５百万円（前年同期比2.3％減）、セグメント利益は２億４千７百

万円（前年同期はセグメント損失１億２千万円）となりました。

　

EDINET提出書類

バンドー化学株式会社(E01092)

四半期報告書

 3/18



［その他事業]　

　　その他事業につきましては、ロボット関連デバイス事業のほか、太陽光発電事業などにより、当事業の売上高

は16億７千９百万円（前年同期比49.4％増）、セグメント利益は９千５百万円（前年同期比14.5％増）となりま

した。

　

　　なお、セグメントの業績については、セグメント間取引消去前の金額で記載しております。

　

（２）対処すべき課題　　

　　当第３四半期連結累計期間において、当社グループの事業上および財務上の対処すべき課題について、重要な

変更および新たに生じたものはありません。

　　なお、当社は財務および事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針を定めており、その内容等

（会社法施行規則第118条第３号に掲げる事項）は、次のとおりであります。

　

　財務および事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針（概要）

　

　（当社は、平成20年４月22日開催の取締役会において、本方針を決議し、平成25年５月13日開催の取締役会にお

いて、中長期経営計画に係る部分を一部更新したうえ、これを引き続き当社の方針とすることを決議いたしてお

ります。）

　

　　当社は、財務および事業の方針の決定を支配する者は、当社の企業価値、ひいては株主価値の最大化に資する

者であり、株主共同の利益の観点から、株主の皆様に適切に判断いただくべきとの考えに基づき、仮に、当社株

券等の大量買付を行おうとする者（以下、買付者等といいます。）が現れたときは、当該買付者等に一定の事項

の情報の提供を要求し、当該提供された情報とともに、これに対する当社取締役会の評価を併せて、株主の皆様

に対して公表し、最終的に、株主の皆様に当該買付に応じるか否かのご判断をいただこうとするものでありま

す。

　

　　また、当社は、2013年度から2017年度までを中長期経営計画“Breakthroughs for the future”の1st stage

（BF-1）として、新たに次のとおり経営目標を設定し、以下に掲げる５つの指針のもと、全社一丸となって、こ

の目標の達成を目指してまいります。

　　　　　　　　売上高（連結） ・・・・・・・・・ 1,000億円

　　　　　　　　営業利益（連結）・・・・・・・・・　100億円

　　 　　　　　 ROA（連結） ・・・・・・・・・・・・ 6.0 ％

　

①グローバル市場戦略の進化

アジアを重点地域とし、ベルト事業分野において、アジア市場シェアNo.1を目指す。また、国内市場において

は、市場ニーズにマッチした高機能製品を開発するほか、お客様に密着した販売網を構築することにより、お

客様にとって付加価値の高い製品を提供するとともに、これらの高機能製品を核として周辺事業領域を拡大す

る。

　

②製品の進化

グローバルな視点で、各地域の市場ニーズにマッチした「市場最適仕様」製品の開発を促進するとともに、お

客様の「環境負荷低減・高効率・コンパクト化・機能複合化」に貢献する製品を連続的に生み出す。

　

③ものづくりの進化

お客様からの信頼をさらに強固にするため、不良率を低減するとともに、開発購買の推進や生産性の革新等に

より、高いコスト競争力を実現するものづくりを目指す。

　

④新事業の創出

当社のコア技術であるゴム・エラストマーや樹脂の配合・分散・複合化技術に磨きをかけるとともに、これら

のコア技術に新たな技術を融合させることにより新製品の創出と新市場開拓を進め、次代の新事業の柱として

育成する。
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⑤経営品質の進化

ポートフォリオマネジメントの強化による成長製品への戦略的投資や連結経営管理の強化に取り組む。加え

て、純有利子負債ゼロを目指すとともに、為替・金利等の財務リスク管理を強化して、財務体質を強化する。

また、経営者育成プログラムの推進、グローバル人事管理の強化、スペシャリストの育成、女性や外国人等多

様な人材の積極的活用を実施することにより、次世代を担う人材を育成する。

　

　　上記の取組みが基本方針に沿うものであり、株主共同の利益を損なうものではないことおよび会社役員の地位

の維持を目的とするものではないことと判断する理由は以下のとおりであります。

　

①当該取組みが基本方針に沿うものであること

当該取組みは、株主の皆様に当該買付者等が株主共同の利益を維持・向上させる者か否かを適切に判断いただ

くための十分な情報を提供するための手続きであり、基本方針に沿うものであります。

　

②当該取組みが株主共同の利益を損なうものではないこと

当該取組みは、前述いたしましたように、株主共同の利益を尊重するという基本方針に沿うものであり、株主

共同の利益を損なうものではないことは明らかであります。

　

③当該取組みが会社役員の地位の維持を目的とするものではないこと

当該取組みは、株主の皆様に当該買付者等が株主共同の利益を維持・向上させる者か否かを適切に判断いただ

くための十分な情報を提供するための手続きであり、当社の経営陣として相応しい者は、当社会社役員か当該

買付者等かを株主の皆様に判断いただくものであります。したがいまして、当該取組みが会社役員の地位の維

持を目的とするものではないことは明らかであります。

　

　　なお、本方針の全文は、当社ホームページ（http://www.bando.co.jp/kessan/inov-4.html）に掲載しており

ます。

　

　　また、本方針は、あくまでも情報提供のルールに関する当社の考え方を示すものであり、買付者等の株式持分

を希釈化させる等のいわゆる買収防衛策の導入に係るものではありません。

　

（３）研究開発活動

　　当第３四半期連結累計期間におけるグループ全体の改良開発を含む研究開発活動の金額は26億４千９百万円で

あり、このうち、新規新製品の「研究開発費」の金額は８億３千万円であります。

　　なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 378,500,000

計 378,500,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成25年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成26年２月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 94,427,073 94,427,073
東京証券取引所

市場第一部

単元株式数

1,000株　

計 94,427,073 94,427,073 － －

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（千株）

発行済株式総
数残高
  （千株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額
（百万円）

資本準備金残
高（百万円）

平成25年10月１日

～

平成25年12月31日

－　 94,427 －　 10,951 －　 2,738

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成25年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － 　－

議決権制限株式（自己株式等） － － 　－

議決権制限株式（その他） － － 　－

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 　　328,000 － 　－

完全議決権株式（その他） 普通株式　 93,247,000 93,247 　－

単元未満株式 普通株式　　　852,073 －
１単元（1,000株）未満

の株式

発行済株式総数 94,427,073 － －

総株主の議決権 － 93,247 －

　（注）上記「完全議決権株式（その他）」の中には、証券保管振替機構名義の株式が２千株（議決権の数２個）含まれ

ております。なお、当該株式に係る議決権の数２個については、「議決権の数」の欄に含まれております。

　

　②【自己株式等】

 平成25年12月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

バンドー化学株式会社
神戸市中央区港島南町４

丁目６番６号
284,000 － 284,000 0.30

北陸バンドー株式会社
富山県富山市問屋町３丁

目２番19号
1,000 41,000 42,000 0.04

バンドー福島販売株式

会社

福島県いわき市平字愛谷

町４丁目６番地13
2,000 － 2,000 0.00

計 － 287,000 41,000 328,000 0.34

　（注）北陸バンドー株式会社は、当社の取引先会社で構成される持株会（バンドー共栄会　神戸市中央区港島南町４丁

目６番６号）に加入しており、同持株会名義で当社株式41千株を所有しております。 

　

２【役員の状況】

前事業年度の有価証券提出日後、当四半期累計期間における役員の異動は、次のとおりであります。　

新役名 新職名 旧役名 旧職名 氏名 異動年月日

取締役 － 取締役 海外事業推進室長 大原　正夫 平成25年７月１日
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成25年10月１日から平

成25年12月31日まで）および第３四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年12月31日まで）に係る四半期

連結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 12,493 12,756

受取手形及び売掛金
※ 16,912 ※ 18,012

商品及び製品 6,569 6,748

仕掛品 1,424 1,464

原材料及び貯蔵品 2,465 2,856

繰延税金資産 230 514

その他 1,806 2,546

貸倒引当金 △28 △26

流動資産合計 41,872 44,871

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 9,120 10,776

機械装置及び運搬具（純額） 8,728 10,866

土地 6,260 6,565

建設仮勘定 3,273 838

その他（純額） 1,051 1,152

有形固定資産合計 28,433 30,199

無形固定資産

ソフトウエア 961 899

その他 150 217

無形固定資産合計 1,111 1,117

投資その他の資産

投資有価証券 9,045 10,596

繰延税金資産 542 141

その他 1,333 1,420

貸倒引当金 △133 △113

投資その他の資産合計 10,788 12,045

固定資産合計 40,334 43,361

資産合計 82,207 88,233
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金
※ 14,873 ※ 15,611

短期借入金 5,137 4,755

未払法人税等 348 997

その他 5,785 6,025

流動負債合計 26,145 27,390

固定負債

長期借入金 7,609 7,056

社債 3,000 3,000

退職給付引当金 2,007 1,629

その他 218 435

固定負債合計 12,836 12,122

負債合計 38,981 39,513

純資産の部

株主資本

資本金 10,951 10,951

資本剰余金 2,968 2,968

利益剰余金 31,919 34,954

自己株式 △89 △99

株主資本合計 45,750 48,774

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,106 1,872

為替換算調整勘定 △4,082 △2,441

その他の包括利益累計額合計 △2,975 △569

少数株主持分 450 514

純資産合計 43,225 48,720

負債純資産合計 82,207 88,233
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年12月31日)

売上高 64,579 69,507

売上原価 47,657 50,512

売上総利益 16,921 18,994

販売費及び一般管理費 13,913 14,271

営業利益 3,008 4,723

営業外収益

受取利息 44 55

受取配当金 93 96

持分法による投資利益 451 476

その他 410 344

営業外収益合計 1,000 973

営業外費用

支払利息 186 216

その他 391 158

営業外費用合計 577 375

経常利益 3,431 5,321

特別利益

投資有価証券売却益 0 26

その他 5 5

特別利益合計 5 31

特別損失

固定資産売却損 3 2

投資有価証券売却損 0 0

減損損失 305 －

その他 82 0

特別損失合計 390 3

税金等調整前四半期純利益 3,045 5,350

法人税、住民税及び事業税 923 1,458

法人税等調整額 164 △62

法人税等合計 1,088 1,396

少数株主損益調整前四半期純利益 1,956 3,953

少数株主利益 37 71

四半期純利益 1,919 3,882
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 1,956 3,953

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 147 767

為替換算調整勘定 83 1,661

持分法適用会社に対する持分相当額 △46 6

その他の包括利益合計 184 2,435

四半期包括利益 2,141 6,389

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 2,099 6,288

少数株主に係る四半期包括利益 41 101
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

連結の範囲の重要な変更　

　九州バンドー株式会社は、平成25年４月１日の西日本バンドー株式会社との合併により消滅したため、第１四

半期連結会計期間より、連結の範囲から除外しております。また、北海道バンドー株式会社は、平成25年４月１

日の東日本バンドー株式会社との合併により消滅したため、第１四半期連結会計期間より、連結の範囲から除外

しております。

　

（四半期連結貸借対照表関係）

※　四半期連結会計期間末日満期手形

　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。な

お、当四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形が四半

期連結会計期間末日残高に含まれております。

　
前連結会計年度

（平成25年３月31日）

当第３四半期連結会計期間

（平成25年12月31日）

　受取手形 142百万円 156百万円

　支払手形 509 553

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四

半期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであり

ます。

 
前第３四半期連結累計期間
（自 平成24年４月１日
至 平成24年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日）

減価償却費 3,241百万円 3,024百万円
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年12月31日）

１．配当に関する事項

配当金支払額　

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月21日

定時株主総会
普通株式 383 4 平成24年３月31日平成24年６月22日 利益剰余金

平成24年11月２日

取締役会
普通株式 376 4 平成24年９月30日平成24年12月３日 利益剰余金

　

２．株主資本の著しい変動

　　当社は、平成24年８月３日開催の取締役会において、会社法第165条第３項の規定により読み替えて適用

される同法第156条の規定に基づき、東京証券取引所の自己株式立会外買付取引（ToSTNeT-３）により自己

株式を取得することを決議し普通株式1,800,000株を取得いたしました。この結果、当第３四半期連結累計

期間において、自己株式が493百万円増加しております。

　

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年12月31日）

１．配当に関する事項

配当金支払額　

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月25日

定時株主総会
普通株式 376 4 平成25年３月31日平成25年６月26日 利益剰余金

平成25年11月７日

取締役会
普通株式 470 5 平成25年９月30日平成25年12月２日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高および利益または損失の金額に関する情報

（単位：百万円）　

　

報告セグメント　

その他

（注１）
合計

調整額

（注２）

四半期連結

損益計算書

計上額　

（注３）

ベルト事

業　

エラスト

マー製品事

業　

計　

売上高　         　         　     　     　     　

外部顧客への売上高 54,146 9,462 63,608 970　 64,579　 －　 64,579　

セグメント間の内部

売上高または振替高
115 1 117 153　 270　 △270　 －　

計　 54,262 9,464　 63,726 1,123 64,850 △270 64,579

セグメント利益

又は損失（△）　
3,238 △120　  3,117 83 3,200 △192 3,008　

（注）１.「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、主としてロボット関連デバイス事

業他であります。

２．セグメント利益又は損失の調整額△192百万円には、セグメント間取引消去△25百万円、全社費用△166百万円

が含まれております。全社費用は、各報告セグメントに配賦した一般管理費および研究開発費の予定配賦額と

実績発生額との差額であります。

３．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。　

　

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年12月31日）

１. 報告セグメントごとの売上高および利益または損失の金額に関する情報

（単位：百万円）　

　

報告セグメント　

その他

（注１）
合計

調整額

（注２）

四半期連結

損益計算書

計上額　

（注３）

ベルト事

業　

エラスト

マー製品事

業　

計　

売上高　         　         　         　     　

外部顧客への売上高 59,524 9,234 68,759 747　 69,507 －　 69,507　

セグメント間の内部

売上高または振替高
105 10 116 931　 1,047 △1,047　 －　

計　 59,630 9,245　 68,876 1,679 70,555 △1,047 69,507

セグメント利益 4,300 247 4,548 95 4,643 79 4,723

（注）１.「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、主としてロボット関連デバイス事

業他であります。

２．セグメント利益の調整額79百万円には、セグメント間取引消去△28百万円、全社費用107百万円が含まれてお

ります。全社費用は、各報告セグメントに配賦した一般管理費および研究開発費の予定配賦額と実績発生額と

の差額であります。

　３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントの変更等に関する事項　　

（報告セグメントの変更）

　当社は、平成25年４月１日付の組織改正に伴い、第１四半期連結会計期間より報告セグメントを変更し、従来

の「伝動事業」、「マルチメディアパーツ事業」、「産業資材事業」および「化成品事業」を「ベルト事業」お

よび「エラストマー製品事業」に、それぞれ再編しております。

　なお、前第３四半期連結累計期間のセグメント情報は、組織改正後の報告セグメントに基づき作成しておりま

す。　
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額および算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第３四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 20円20銭 41円26銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（百万円） 1,919 3,882

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（百万円） 1,919 3,882

普通株式の期中平均株式数（千株） 95,022 94,100

　(注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

　

２【その他】

平成25年11月７日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

（イ）中間配当による配当金の総額・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・470百万円　

（ロ）１株当たりの金額・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５円00銭

（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日・・・・・・・・・・・・・・・・平成25年12月２日

（注）平成25年９月30日現在の株主名簿に記載または記録された株主に対し、支払いを行います。　
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

平成26年２月６日

バンドー化学株式会社　

取締役会　御中　　 　

有限責任監査法人トーマツ

 
指定有限責任社員
業務執行社員   
　　

 公認会計士 小　林　洋　之 　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員   

 公認会計士 和　田　朝　喜　　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているバンドー化学

株式会社の平成２５年４月１日から平成２６年３月３１日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成２５年１

０月１日から平成２５年１２月３１日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成２５年４月１日から平成２５年１２月３

１日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益

計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表

を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠

して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、バンドー化学株式会社及び連結子会社の平成２５年１２月３１日現在

の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がす

べての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

　２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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